
足立区、劇場経営撤退へ 

検討部会が結論「３セク解散、民間運営に」 

 足立区立劇場「シアター１０１０」を運営する区の第３セクター「足立コミュニティ・ア

ーツ（ＡＣＡ）」の見直しを議論してきた区公共サービス改革等推進委員会の検討部

会は、「区は経営から撤退すべきだ」とする結論をまとめた。ＡＣＡは同区が過半数の

株を保有しており、区が撤退方針を固めたことで、ＡＣＡが解散する可能性が強まっ

た。 

 検討部会がまとめた報告書案は、２００３年に指定管理者制度が導入され、区立施

設運営の門戸が民間に開かれたことを踏まえ、「３セクは必ずしも必要ではなくなっ

た」と指摘。その上で、〈１〉全国的にも公立劇場の民間運営は増えており、シアター

１０１０の指定管理者の公募にも民間から多数応募があった〈２〉資金調達などの面

でも３セクが民間より有利な面はない――などの理由から、「ＡＣＡの存在意義や必

要性は失われている」と結論づけた。 

 また、区の撤退後については、ＡＣＡの「解散・清算」を提案。２００９年度以降は、

指定管理者の審査でＡＣＡに次いで２位となった民間事業者を繰り上げ指定するの

が妥当とした。一方、報告書案は、抜本的な組織の見直しを検討してこなかった区の

姿勢を、「深く反省すべき」と指摘した。 

 昨年１２月から今年１月にかけて行われた次期指定管理者の選定を巡っては、民

間から５社の応募がありながら、ＡＣＡを指定したことに批判が出ていた。さらに、選

定期間中に選考委員だった区の幹部とＡＣＡ役員が接触した問題などが発覚したこ

とから、区は６月から、検討部会で撤退を含め見直しを議論してきた。 
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